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内容の要旨および審査の結果の要旨
膣の表面構造の加齢に伴う変化を明らかにする目的で，新生仔期，乳仔期，性成熟期（発情周期，妊娠
期，分娩期，産褥期）および老齢期の雌ラットの膣上皮を走査型電子顕微鏡で観察し，両側卵巣摘除ラッ
トに性ホルモンを投与した場合の所見と比較した。
１．２日齢の新生仔睦上皮表面には，膣内腔に向かって球状の膨隆を示す小型卵円形細胞が石垣状に配列
していた。その細胞表面には微絨毛がわずかに観察された。４日齢から10日齢にかけて，細胞径の増ﾌﾊｑ
細胞形の多角形化，細胞表面の平板化，細胞間の堤防状隆起の形成が観察され，１４日齢には性成熟期の
発情間期Ⅱに相当する形態となった。
２．性成熟期の膣表面には発情周期に伴う明瞭な変化が観察された。発情間期Ⅱでは微絨毛が密生した多
角形の平板状細胞が,:発情前期には粘液細胞が，発情期と発情間期Ｉには角化細胞とその剥離像とが認
められた。細胞表面には発情周期全期を通じて微絨毛が観察され，発情期には微雛壁も観察された0
３．妊娠第３日までは角化像が認められ，妊娠第５曰以降分娩までは粘液化像が観察された。分娩時期に
は，細胞表面の圧迫像が観察され，産褥３日では細胞片ｄ血球成分・粘液の付着が認められた。
４．両側卵巣摘除ラットでは，丈の低く微絨毛が密生した小型紡錘形細胞が観察された。このラットに，
体重1009当たり２’９の安息香酸エストラジオール（EB)，５または10ｍｇのデヒドロエピアンドロス
テロン・アセテート（DHA-Ac）を投与したところ，２４時間後に細胞径の増大・細胞形の多角形化・
微絨毛の膨化が観察された。ＥＢ投与群では細胞表面が平板状であったのに対し，DHA-AclOmg投与
群の細胞表面は球状に膨隆していた。’
５．老齢期ラットでは，個々の表面細胞の細胞径，細胞形態，細胞表面の膨隆の程度，絨毛の発達の程度
に顕著な多様化が認められ，角化細胞様細胞，粘液細胞様細胞，低形成微絨毛細胞，発情間期細胞様細
胞が混在して観察された。これらの存在比率も，観察個体および観察部位により大きく異なっていた。
本研究は，ラットの生涯を通じて陸表面の超微構造変化を詳細に観察することにより膣表面の形態が内
分泌環境の変化や老化を反映して明瞭な変化を示すことを明らかにし，老化モデルとしてのラット膣の有
用性を示唆したものであり，老年医学に寄与する労作と認められた。
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